
賛否など態度決定に至った理由・討論  

令和 4 年 9 月定例会 

議案番号 議案名 

認定第 1 号 

 令和 3 年度松戸市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 

認定第 2 号 

 令和 3 年度松戸市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

 

認定第 3 号 

 令和 3 年度松戸市松戸競輪特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

認定第 6 号 

 令和 3 年度松戸市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

認定第 7 号 

 令和 3 年度松戸市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

 

認定第 8 号 

 令和3年度松戸市松戸都市計画事業新松戸駅東側地区土地区画整

理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

認定第 10 号 

 令和 3 年度松戸市病院事業決算の認定について 

議員名・会派名等 はじめの会 （鴈野聡、岡本優子、小沢暁民） 

賛否態度 賛成 

賛否など態度決定

に至った理由や 

討論 

今定例会に上程されております、認定第１号令和３年度松戸市一般

会計歳入歳出決算から認定第１１号令和３年度松戸市下水道事業決

算までの１１件につきまして、会派を代表して、委員長報告のとおり認

定することに、賛成の立場から討論を行います。 

 

まずは認定第１号、令和３年度松戸市一般会計歳入歳出について

申し上げます。 

 

２千９億円の歳入歳出予算に対して、歳入が１千９５６億円、歳出が

１千８５８億円、差し引き９８億円、実質収支が９０億円の黒字という

結果となりました。しかしながら、中身を精査すると、実質収支の倍以

上、１８８億円もの市債が隠れています。基礎的財政収支、いわゆるプ

ライマリーバランスは、３０億円の黒字となって驚きましたが、地方交

付税交付金の増額などが理由です。大喜びは出来ませんが、プライマ

リーバランス黒字化の実現可能性が示されたとも言えます。 
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歳出については、２千９億円の予算のうち、６３億円の不用額、つま

り使わなかった費用が発生しております。これを率にした不用率は、

予算と決算のギャップを示す指標でありますが、この不用率は３．１％

なので、全体の予算執行についての違和感はありません。 

 

以上、認定第１号令和３年度松戸市一般会計歳入歳出決算につい

ての賛成討論と致します。 

 

次に、特別会計について申し上げます。特別会計についても不用率

を中心に予算執行の状況を見てまいりました。認定第２号松戸市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算から認定第８号松戸市松戸都市計

画事業新松戸駅東側地区土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

の７件については、全体の不用率が１．８％であり、大きな問題はない

と判断し、賛成の討論と致します。 

 

最後に企業会計です。企業会計については、損益計算書、貸借対照

表、キャッシュフロー計算書の数字を中心に確認をしました。 

 

損益計算書は採算が取れているか、貸借対照表は財産の状況、キ

ャッシュフロー計算書は、俗に「利益は意見、キャッシュは事実」と言わ

れる財務諸表で、お金の出入りを示します。 

 

順番は前後しますが、認定第９号令和３年度松戸市水道事業決算と

認定第１１号令和３年度松戸市下水道事業決算については、いずれも

損益計算書、貸借対照表、キャッシュフロー計算書共に妥当なもので

あると判断し、賛成の討論と致します。 

 

認定第１０号令和３年度松戸市病院事業決算については、総合医療

センターの損益計算書で２億円の経常利益が出ており、正直驚いてお

ります。これは医業損失が１０億円ほど減って経営が改善されたこと

が大きく影響しており、関係各位のご尽力に深く敬意を表する次第で

す。 

一方、病院事業全体の貸借対照表では、２３２億円の資本金に対し

て、欠損金が１００億円の大台に乗り、財務的には依然として脆弱な

状況にあります。しかしながら、先に申し上げました総合医療センター

の医業損失の削減や、市立東松戸病院の廃止決定など経営のあり方

の見直しに着手した点など総合的に評価して、賛成の討論と致しま

す。 

 

以上をもちまして、認定第１号から認定第１１号までの１１件に対す

る会派を代表しての賛成の討論と致します。満場のみなさまのご賛

同を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。ご清聴ありがとうご

ざいました。 
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